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微小古生物学的にみた高久層群

福　田 理柴

R6sum6

Ont五eTakak腿GroupinViewoftぬeMieroP31eontogiealStandpo重nt

by

Osamu　Fukuta

　　　　　Suga三，K。ゑnd　Matsui，H．h＆ve，in1953，divided　the　so－cα11ed　Taga・gτoup　lnto　two

groups，that　is，the　Taga　group（S．str．）in　the　upper　and　the　Takaku』group　in　the　lower．In

the　revision　are　mentioned　the　structural　differences　between　Taga（S．str．）and　Takaku

gr・ups，一S・mege・1・glstsareind・ubt・ntherevisi・n，becausethereares・meresem夢1αnces

between　the　molluscan・famas　of　Taga（S．str．）and　Takaku　groups。

　　　　　The　Numanouchi　formation，the　middle　part・of　the　Takaku　group，consists　mainly　o｛

fine－gr註inedsandst・ne，anditc・nta1nsmanym・玉1uscsa璽df・raminiferasちThef・raminifOr琴1

assemblage－in　the　fbrmation　is　chara6terized　by　abundance　of・p5θz‘40ηo漉oπ　ノ‘zpoアz’6z6”z　AsANo

var．and　E少o痂465忽照露UcHlo｝which　suglgests　the　sedゆents　in　middle　shelf　depth　in　the

warm　current（Kuroshio）．　The　other　characteristic　f6ramin重ferαs　o£the　formation　are　Elρh歪一

漉ollα郷o城yα窺α8π5」5、UcHlo　and　Ro云α1臨オooh彦g∫6π5∫5UσHIo　from　which．the　age　of　the　Takaku

group　is　considered　to　be　the　early　up』per　MiQceゑe。

　　　　　Ab・ve－menti・nedf・urspecieミaren・tf・u夏dintheTaga君r・up（s，s驚r．）。Three

sp6ciespr・P・s6dbyUchi・，T・in1951am・ngthemarechar琴cteristicintheupPerMi・gypsina－

Operculinaz・ne、wh量chisc・ntemp・ran6・uswiththehpP“rVicaryaz・ne・TheShirad・gr・up

isunc・nf・rmablyinslightl・verlai旦bythe’Takakugr・up，anditbe1・ngst・theupPerVlcaryα

z・ne。Radi・1ar玉aandDiat・mareverヌabσundantinth♀Tag亀gr・up（S・st屯）・buttheyare

very　rare　in　the　Takaku　group，

　　　　　TheTagagr・up（S，stL）d・esngttakepartinthesync1圭nalstructure・theprincipal

strupture　in　the　Jobαn　co＆1field。　，On　the　other　hand，the　Takaku　group㌻akes　part　in　the

structure－t。getherwiththeShirad・andthe・ther，1・wりrgr・ups，Inadditi・n，th巳Takaku

groゆis　always　underlain．by　the　Shirado　group．

　　　　　In　conclus量on，the　Takaku　group　is　more　closely　reLated　to、the　Shiradσgroup　than　to

the　Taga　group（S．str．）not　only・in　tectonic　but　also　in　micropaleontological　standpoint。

　　　　　　　　　　　　　　1．　まえがき

　須貝貫二および松井　寛は，従来常磐炭田全域にわた

りいわゆる多賀層群あるいは多賀統として扱われてきた

地層を，白土層群と平行不整合関係にあつて，同じ造構

造運動に関与している湯本東部地犀の高久層群と，この

　水燃料部

造構造運動に蘭与していない双葉地区や多賀地区の多賀

層群とに区分した（松井12），1953；須貝・松井14），1953）

が，．両層群に含まれている化石軟体動物群がかなり近縁

なことから，この区分に対して凝念を持つ向きもあった・

（半沢7），ユ954）。

　筆者は昭和29年6月常磐炭田全域のいわゆる多賀層群

分布地域を微小化石資料採集のため踏査する機会を得・
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微小古生物学的障みた高久層群（福田　理）

このほど高久層群の資料の検鏡を終えたが，その層位学

的位置に関する興味ある結果を得たので，こ㌧にその概

要を報告する。

2．高久層騰の概観

　須貝・松井14）（1953）によれば，高久層群は上位から

さらに下高久（3部層からなる）・沼の内・上高久の3層

に区分され，そのおのおのの大要は第1表に示す通りで

ある。

第1表
層
群

r司

久

層

群

層

下高久層

沼の内層

上高久層

部層

浜町部層

薄磯部層

厚き

m
40十

岩　　相

凝灰質泥岩・砂岩互層

・・一251青灰色凝灰騨岩

神谷作部層2・一7・1青灰色凝灰騨濯

2・一7・1淡緑色細粒砂岩

12・一7・1黄褐色含醐粒砂岩

　沼の内層には諸所に保存のよい貝化石が多産する・上

高久層にも少数の貝化石が産するが，下高久層からはま

だ貝化石は知られていない。

3．　試料の採集および処理方法

　野外における試料の採集は石和田靖章9）（1954b）の方

法により，各地点における採集量は5009内外とした・

そのなかから無作為に320gを秤取し，それに4分割法

を2回連続適用して209相当の縮分試料を得，　そのな

かに含まれている全微小化石を摘出分類した。

4．採集地点およびその層準

　試料はすべて豊間町豊間から薄磯・浜町を経て沼の内．

に至る県道・町道に沿つて採集されたr採集地点および

その層準をそれぞれ第1図および第2図に示す。両図に

示されているように，こ＼に報告する高久層群の化石有

孔虫群はいずれも沼の内層の中上部のものである。この

ほか，沼の内層の最下部および下高久層からも試料を採

集したが，それらからは微小化石を検出し得ながつた。

5．化石有孔虫群．

　上に述べた試料から検出した有孔虫その他の微小化石

を第2表に示す。表中の数値はすべて209相当の縮分試

料から検出した個体数によるものである。

　この表から明らかなように，3地点の化石有孔虫群は

いずれもよく似ている。一すなわち，どの地点のものも

1・λノ・，ノ・D，　乙！面

曳ノく、　　　・訟3，

　　　　第1図b　試＊斗採取イ立置図（1）
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第2表沼の内層産微小化石産串頻度表（209相当の締分資料について）

Species
Loc．血o．

～Penthonic　Foraminifera（BF）
　　　　　　　　　　　Lituolidae

1．

2。

3，

4。

5．

6．

7．

8．

9，

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19，

20．

21．

22．

23．

24．

25．

26。

27．

28．

29．

30．

31、

Hα2りZo」≠》hプ49ワnoJ認85　sp．

　　　　　　　Miliolidae

Ω痂ng％610‘z‘1♂nα5θ那乞nz‘1鋸”z（LINN丘）

Ω痂g％610‘漉nα曽％lg4プゴ3d’ORBIαNY

Genus　and　spec圭es　indet．

　　　　　　　Lagenidae

Ro伽1％5sp．
Lα9召πono405α万α5‘認α短5（BATSCH）

Lα98nαα昭ガ‘05臨REuss
　　　　　　　Polymorphinidae

G！％渉伽1初αKガ5h伽o契y∫CusHMAN　and　OzAwA

　　　　　　　Non至onidae

ノ〉onガoπρo形ク1歪o娩ノ（F【cHTEL　and　MoLL）

2〉・n魏sp．

P5θ％ゴonon♂onノ砂o漉昭解．ASANO　var，

Elρh漉㈱8勿o郷6HusEzIMA　et　MARuHAs－
EJρ痂読祝郷∫％δ9観n認05％窺ASANO

El♪h躍ゴεll4彫o吻‘yα彫αθπ5歪5UGHlo

　　　　　　　Buliminidae

．B・1加加’‘・吻α伽S・DEおOTTOM

Rθz6558πα　sp．

且π9畷09ε擁nα乃o乃o測紹6π5おASANO

E彫050Zo痂、郷oプ9伽厩（MONTAGU）
　　　　　　　Rotaliidae

Eρo痂465ノテ∫9ゼ4z‘5‘‘zlガ4％5　CuslHMAN　and　CoLE

βρ0η躍65如π漉∫UGHT6

Ro如1痂cf．nゆ汐o漉‘αASANO
Ro孟α」毎孟OC扉9∫即5∫5UGH【O

　　　　　　　Cassidulinidae

Cα55漁伽4．勿‘櫛むαCUSHMAN
Cα∬14祝1初α8α9α刀z髭n5∫5AsANo　and　N’AKAMuRム

　　　　　　　Chilostomellidae’

・P％ll6痂砂θ吻1αCUSHMAN
　　　　　　　Anomalinidae

H伽辮・ωα彪nψ汐on廊αASANO
C痂‘∫465106伽1％5（WAI、KER　and　JムcoB）

C観‘読5P蜘40観987∫α朋5（CUSHMAN）
α伽漉5cf．76吻lg6π3（MONTFORT）
C歪6乞c乞465　SPP乳

　　　　　　　Planorbulinidae

PJαπoプ6z己1ゴnα窺84動8プ7‘zn8η525　d’ORBI（｝NY

Tota1

Planktonic　Foraminifera（PF）

　　P　F
　　　　　　　　　×100

B　F十P　F

Other　microfossils

Ostracoda

Radiolaria

Diatom

1

個体数　％

1

1

3

　1

42
　5

　2

　7

2
1

　6

11

1

2

85

3．5

49．4
5．9

2．4

8．2

2。4

7．1

12．9

2．4

42

33．0

few

rare

2

個体数　％

1
1

1
1

1

44
　6

1

　3

11

3

1

1
75

58．7
8．0

4，0

14．7

4．0

96

56．1

very　rare

　　few

rare

3

個体数　％

1・

1

60
　4

　1

14

2
2
2
1

12
46
　1

　1

1
1
1

1

1
1

153

39．2
2．6

9．1』

1．3

1．3

．1．3

7，8

30．0

43

21．9

few

rare
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層書 層 部層 層厚 柱状 特　徴　有　孔　虫
（m）

浜
皿　　＿　一

町
一　＿　　　』

一
一
　

一

下
音B

『

層 『

『
＿
て

吉
古
同

薄
磯

同 部 LOC，no，1
層 2σ0

＿『一 禽eα伽oρlo々ブ∂ρoηごcα御AsAN・va〔・

久 神 一一＿一

＿一　＿

fρ0η1ゴθS聖r∂ρaご乞UCHl・

久 層

谷
作
部』
層

＿　　一　一

＿　一　＿

＿二一＿

＿　一　　

θρ惚翻∂卯o卿∂個∂θη3～sUC田O

fρoη眈sか18醜5c∂々ααsCUSHMAN

　　　　　　andCoLE
＿　　一　ユ　→

．’ε顧伽のα厩ηseHUSEZIMAet
MARUHA＄r

層
沼

100 LQC．nQ．・2

の
馳eα伽・ηωρノ姻配0岨AsAr」ovar，，

内 だρ0ρどαθSオaρ∂どごuC田・

屠 5ごρノ泌ど伽θ姻oθηsθHUSEZIMAet

群
上

MARUHASl

古
同

Lcc．no．3｛

久 ρseαゴo々oρ’oρ　．アaρoηどcα／η　ASANo　var．

層 ψ0ρごゴεθ∠∂ρ∂ご乙uCH［O

0’2・∴ ε∠ρ襯ど∂ぬ4り0卿a曜θρS‘5uCHFO

白 中
・由1

＝二i一　
一
去
望

．ερo雇θδ飢8帥δ0∂雌α5CUSHMAM

　　　　　　a∩dCoLE
土

山
山 ・毒喜

＝
＼
／ ＼ 目頁岩Eヨ泥岩匪］砂岩

層
群

届
F
日

部
層

／＼／
＼／＼
／＼／
＼／＼

團含礫粗粒砂岩あよび礫岩［巫］凝灰岩

E≡ヨ不整合

微小古生物学的にみた高久層群（福田　理）

　　　　　　　　　　　外形と房の数は本種の模式的なものと　P5昭40non歪on

　　　　　　　　　　　孟764θ‘膨ASANOとの中間的な性質を示す。氏家宏談に．

　　　　　　　　　　　よれば，同様なものは岩手県二戸郡汝薩体村白鳥の門の

　　　　　　　　　　　沢層下部溶よび栃木県上都賀郡北押原村の1從画砂岩にも

　　　　　　　　　　　みられる。なお，本種は宮城県名取郡生出肩の旗立層か一

　　　　　　　　　　　らも記録されている（高柳正6），1952）。

第2図　試料採集路線に沿う高久層群の柱状図

P58％4伽onズonノ砂onJ6％彫AsANo　var。を優勢種あるい

は優占種どし，これに普通産種あるいは優勢種として，

Ep∂n耐85雄n碗UCH【oを伴なつている。現在の日本近

海における有孔虫の分布状態があまり明らかにされてい

’ないので断言はできないけれども，このような化石有孔

虫群はそれらを含む沼の内層の中上部が黒潮の影響下に

あつたmiddle　shelfの上に堆積したことを示している

ように思われる。Loc．no．12の浮游性有孔虫の頻度は

miad10shelfのものとしては少し高すぎるが，その原

因は深度以外のものに求められるべきであろう。

　　以上に挙げた2種のほかに沼の内層を特徴ずける有孔

虫として次の2種が挙げられる。

　　Elρh乞漉811α加o痂‘yα窺αθπ5∫5UOII［o

　　Ro厩1彪オo‘hづ48π5♂5UσHlo
’
こ
れ
ら はEρoπ」485厩n碗UGEloとともに各地のm（4

～5）期（後出）の地層のみから知られている。

6．　特徴有孔虫について

　P56認o海o漉oπプψo痂昭ηz　AsANo　var．

　本種は神奈川県鎌倉群村岡村の長沼層から記載された

もので，その模式的なものは日本各地の鮮新世から現世

にいたる堆積物中に広く分布している（浅野2），1950）。

石和田8）（1954温）によれば，　本種は本州東方海域の黒

潮水系の有孔虫群集の一員である。沼の内層産のものの

Elρh♂漉611α郷o雁』yα郷α6κ5∫5UOHlo

　本種は次の2種とともに内尾高保18）（1951）　によつて

栃木県上都賀郡北押原村の縦山砂岩から記載されたもの

で，そのおもな産地と産出層は次の通りである。

　秋田県平賀郡八沢木村（須郷田層）（岩佐・菊池10），

　　　1954）

　岩手県二戸郡汝薩体村白鳥（門の沢層下部）（氏家訣）．

　栃木県上都賀郡北押原村（縦山砂岩）（内尾17）18），1950，

　　　1951）

　石川県鳳至郡柳田村（東院内層）（浅野5），1953c）

’岐阜県土岐郡日吉村（臼吉融岩）

　犀島県庄原盆地（中新統中部層）（多井15），1953）

E汐on躍θ5如nα泥UCIIIO

　本種のおもな産地と産出層は次の通りである。

　岩手県二戸郡汝薩体村白鳥（門の沢層下部）（氏家談）1

　栃木県上都賀郡北押原村（檎山砂岩）（内尾17）18），195Q，

　　　1951）

　静岡県棒原郡坂部村（相良層群）（氏家談）

　E，cf．如襯1∫UCII［oときれたものの産地と産出層は

次の通りである。

　石川県鳳至郡柳田村（東院内層）（浅野5），1953c）

　広島県庄原盆地（中新統中部層）（多井15），1953）

　岐阜県土岐郡日吉村の日吉砂岩からも本種に非常に返

いものが多数検出されたが，その腹側の顎粒がきわめて

よ’く発達してい、る点で少なくとも亜種の単位では本種か

ら区別きれるものと考えている。

　本種に非常に近縁なものに　E汐on冠05形αn3ガ814ゼ

qus耳MAN’がある。これはFloridaのChoctawhatchee

marl（miocene）から記載されたもので，Atlantic　Co－

astal　Plainの中新統に広く分布しているほか，Califomia

のTemblor　formationからも記録されている（cushman，

J．A．and　Parker，F．L6）．，1931）．

Ro臨麗α渉o‘hゴ48π5ぎ5UσHlo

本種のおもな産地と産出層は次の通りである。

北海道樺戸郡吉野町（ワツカウエンベツ層）（浅野3），

　　1953a）

．27一（653）
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　　1953c）

　広島県庄原盆地（中新統中部層）（多井15），

　　、1953）

　本種に非常に近縁なものに岩佐三郎・菊池良

樹10）によつて，青森県西津軽郡大戸瀬村の田野

沢層から記載きれた　Ro」α1彪如π0錨測α8nεぎ5

工WASA　and　KIKUCHIカ∫ある。

7．高久暦群の時代

　本州中部以北の主要地域の第三系の相互関係

を第3表に示す。本表は各地域の主要な化石お

よび化石群のsequenc6を求め，隣接地域のも

のから順次対比する方法と，特定種属の　joint

occurrenceによづて定義きれるzoneφ追跡と

を併用して作つた対比表から主要地域だけを取

り出したものである。左端の世の相対的小区分

は従来の人為的なものではなく，上記のように

して作つた対比表から自然に帰納されたもので

ある。以下の説明を簡単にするために，この世

の小区分を中新世についてはm（1）期，m（1～

3）期等と呼ぶことにする。ほがの世についても

同様な扱い方をするのが便利であろう。

　沼の内層の化石有孔虫群は大部分m（4）期，

一部m（2）期およびm（5）期の地層のみから知

られている。

　　El汐h♂読811α刀zo痂‘y4郷α6郷づ5UCII【o

　　E汐碗躍θ5魏nσ露UGmo

　　Ro如1宛渉o‘h乞，φ8n5♂5UGHの

の3種を合せたものを14，7％ないし39．7％含

んでいる。以上の3種のjoint　occurrenceが知

．られているのはm（4）期の地層だけである。き、

らに，以上の3種にP5躍40no痂πノα．ρoη廊㈱　、

ASAN6v＆r．を合せた頻度に，70。5～78。9％に

達する。以上の4種は多賀層群に1ま全く含まれ

ていない。ゆえに，沼の内層を含む高久層群は

m（4）期に近い時代のものである。

　軽微な平行不整合を隔てて高久層群の下位に

ある白土層群にV加7ッαッ罐o解郷α2TAKEYAMA

が産することは古くから知られている。本種お・

よびその関係種属が知られでいるのは，層位学

的位置に疑問がある立ケ瀬層を除ぐ・て，m（2）
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微小古隼物学的にみた高久層群（福田　理）

期およびm（4）期の地層に限られている。常磐炭田にお

いては，これらは湯長谷層群の下部にも知られているか

ら，そのうえに不整合に横たわる白土層群はm（4〉期に

属するものである。ゆえに，有孔虫化石からm（4）期に1

近い時代のものであることが明らかな高久層群の時代

は，m（5）期と決定ざれる。すなわち，，いまかりにm（1

～2）期・m（3～4）期およびm（5～6）期をそれぞれ中新

世の前期・中期および後期とすると，高久層群の時代は

中新世後期の前半ということになる。

　高久層群の時代を中新世後期の前半とすることは，浅

野1）（1949）の九面層の輩石有孔虫の研究や・増田孝一『

郎11）（1953）が多賀層群から記録きれたいわゆるPα≠∫船

ρ8‘孟8n鯉∬oεn5’3（JAY）を再検討した結果とは矛盾しな

いが，浅野4）’（1953b）が本谷層を船川層に対比してい

ることとは矛盾しているようにみえる。しかし，本谷層

の化石右孔虫群によく似たものが，群馬県の富岡一磯部

地方に分布する富岡層群の門の沢軟体動物群産出層準

と，L砂沼面醒伽α産出層準との間にもあることから，

との浅野の対比には再検討の余地が残きれているように

思う。　　．＼

8．多賀・高久・白土3層篶の層位学的関係

’
双

葉地区の多賀層群は北北西の方向へ進覆蔽しており

下位の広野層と上位の富岡層とに分けられる。本層群は

B％1初伽5か’4勘d’ORBIGNyで特徴ずけられる広野層

の上部を除いて石灰質有孔虫に乏しく，放散虫・珪藻・

海綿骨針等の珪質の微化石に著しく富んでいる。これが

高久・多賀両層群の根本的な相違点であるが，喜多河技

官の研究の結果によると，本地区の多賀層群の各層準に

多産する有孔虫化石は第3図に示す通りであ転有孔虫

群集型からみても両層群の間の相違は大きい。石城北部

地区および多賀地区に分布する多賀層群は・その微小化

右群からみて，救葉地区の広野層の中下部に相当するも

のが大部分を占めていると考えられる。

　このように微小古生物学的に高久層群と明確に区別き

れる多賀層群は，常磐炭田の基本構造である向斜構造に

全く関与していない。これに対して，下位の臼土層群に

対して軽微な平行不整合関係にある高久層群は，、上記の

向斜構造に関与しているばかりでなく，後者嫡前者のう

えにのみ重なつている。これは両者の堆積の問に小さな

地変があつたことは確かであるが，堆積盆地そのものに

は変化がなかつたことを示すものである．そればがりで

なく，高久層群には先に述べたような有孔虫化石が含ま

れているのであるから，一部の貝化石を除いたあらゆる

点からみて・、本層群が従来混同きれていた多賀層群より
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第3図　双葉地区の多賀層群の模式柱状図

も白土層群と密接な関係にあることは明らかである。

9．むすび一

　（1）高久層群沼の内層の化石有孔虫群はP5伽40πoカZoπ

ノ砂on∫‘％郷ASANO　var。を優勢種あるいは優占種とし，

これに普通産種あるいは優勢種として丑ρo漉漉5如η誠

UGII【0を伴ない，沼の内層が黒潮の影響下にあった

middle　shelfの上に堆積したことを示している。

　（2）沼の肉層の化石有孔虫群はm（4）期の地層のみに

joint　occurrellceが知られている。

　　E砂h躍観1α”zo雁』yα郷αoπ5ガ5UOIIIo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囑　　Eρon∫485如nα距UCHIO

　　Ro薦伽オooh歪9ぎ8nε∫5UOHlo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
の3種を合わせたものを一14．7～39．7％含んでいる。以

上の3種と本層に多産する　P5θ％40no漉伽ゴαPonJ‘％郷

ASANO∀ar．とは多賀層群には全く含まれていない。
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　（3）以上の事実と　『V加7解ツo如ツα〃嬬TAKEyANA

を含む白土層群が明らかにm（4）期のものであることか

ら，高久層群の時代はm（5）期，すなわち，中新世後期

の前半と決定される。

　（4）高久層群は，地質構造の見地からばかりでなく，

一部の貝化石を除いて，古生物学的にみても，従来混同

ざれていた多賀層群よりも白土層群と密接惹関係にあ

る。　、

　醐筆にあたり，本橋を校閲して頂いた須貝貫土石炭課

長，｝魏の御教示頓いた餅髄長，未発表の多賀

層群の化石有孔虫群に関する御研究の結果の使用を許き

れた喜多河庸二技官，大磯地塊，多摩丘陵一三浦半島お

よび房総半島の第三系相互の関係についての御意見を聞

’かせて下さつた伊田一善技官，岩手県二戸郡福岡町附近

の新第三系について：御教示下きつた青木　滋氏，門の沢

層および縦山砂岩の化石有孔虫群について御教示下さつ

た氏家 宏氏の各位に対し深く感謝あ意を表する。

　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和29年6月調査）
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